
議　　　　　　　員 10 月 16 日 ( 木 ) 10 月 17 日 ( 金 ) 10 月 20 日（月） 10 月 21 日（火）
１
班 伊 林 康 男・根 津 勝 幸・桒 原 洋 子 議

長　

河　

田　

強　

一

貝坂公民館                ４人 中子集落センター        8 人 朴木沢集落開発センター   4 人 大場公民館　            12 人
参加者
男 119 人
女   31 人

合計
　 150 人

２
班 吉 野 　 徹・津 端 眞 一・風 巻 光 明 米原公民館　             5 人 谷内公民館                 4 人 割野集落センター        4 人 船山公民館                  6 人

３
班 草 津 　 進・滝 澤 茂 光・桑 原 　 悠 駒返り公民館             6 人 百ノ木公民館            10 人 反里集落開発センター    12 人 大赤沢民芸館　           7 人

４
班 大 平 謙 一・中 山 　 弘・村 山 道 明 上段集落センター       5 人 巻下公民館                 8 人 穴山公民館                 7 人 見玉集落センター　　11 人

５
班 藤ノ木浩子・恩 田 　 稔・石田タマヱ 正面公民館                6 人 鹿渡公民館               12 人 今井公民館                 4 人 秋成公民館　　　      15 人

(1) 町長部局に対する質問・要望事項
　　懇談会出席者から出された要望事項のうち、議会の権限上回答できない事項及び
直ちに解決できないと判断した事項については、これを執行機関（町長部局）へ通
告してその対応を求めることとしました。現時点での対応についての回答を記載し
ました。

(2) 議会に対する質問・要望事項
　懇談会出席者から出された要望事項については、これらを真摯に真剣に受け止め、
議会の役割を果たしていくため、今後検討すべきものを記載しました。
　要望事項の検討は、総文福祉・産業建設の各常任委員会及び議会運営委員会、特別
委員会で行うとともに、全員協議会において全体的な検討をしました。

臨時号

平成26年12月 20日号
発　行：津 南 町 議 会
責任者：議長　河田強一

住民・議会懇談会が開催されました。
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平成26年 住民・議会懇談会　質問と回答・対応
総務課関係

質
問

質問・意見・要望

●集落は高齢化が進んでいるが、街に出るための交通手段はどう
すれば良いのか。( 百ノ木 )

●集配布物が多いが。( 鹿渡 )

●廃校になるわけだが、校舎やグラウンドの利用について今後ど
うすれば良いか。水耕栽培など実験施設として活用できないか。(巻
下 )（見玉）

●旧上郷中の活用を具体的に聞きたい。耐震化もするのか。(百ノ
木 )

●若者の流入・定着はどう進めていくのか。(船山 )（見玉）

●町内の空き家は今後、老朽化が進むと思うが対策は。（百ノ木)（大
赤沢）

●小下里、田中の間の横断歩道移動の進捗状況は。( 反里 )

回 答 ・ 今 後 の 対 応

　デマンドタクシーを利用してください。

　各課にはできる限り広報つなんを使用するように指導していますが、単
独で配布した方が効果を発揮するものもありますことから削減が思うよう
に進みません。また、発行元の異なる団体からの配布物もあり、削減には
取り組んでいますがなかなか難しい状況となっています。

　空き校舎・空き保育園利活用検討委員会でも協議をしていきますが、
地元からも具体的な活用方法の提案をしていただきたい。
　　　利活用検討委員会も地域に出向いて意見を聞くよう要望します。

　体育館は耐震化を行います。活用方法については上郷地区振興協議会
を通じて行っています。

　産業振興・インフラ整備・子育て支援・教育振興の充実など総合的に
取り組む必要があります。今年度から子育て支援住宅の募集を始めました。
　空き家については、個人で対応することが大原則です。通勤・通学等に
危険が生じる等問題あれば、町から所有者へ連絡をします。

　町と集落代表と警察と現地を把握して、来春に施工する予定になっています。

●町道で白線や横断歩道がほとんど消えている。なぜ修復しない
のか。早く行なってほしい。( 船山 )

　白線や横断歩道などの交通規制は、警察の領域であり町としては、そ
のような個所があったら警察に要望をあげます。
　　　警察、交通安全協会のそれぞれの管轄はあるが、互いに調整でき
るよう要望します。

※文末の（　）は会場地名

議会

議会
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質
問

●土砂災害法による基礎調査結果報告の説明会で警戒区域と言わ
れたが、避難等どうしたらいいのか。( 今井 )

●原発の事故発生時には津南町は非難受け入れに指定されている
と聞いているが受け入れ体制はどうなっているのか ( たとえば各
集落で何をするのかなど ) また全般の地震風水害の避難所と防災
をどう地域間で連携するのか全く提示されていないが。( 谷内 )

●韓国との交流をしているが経済効果はあるのか。（朴木沢）

●「ニュー・グリーンピア津南」の賃借料の軽減の理由は ?町の
貴重な自主財源が無くなっているが良いのか。（割野）

●色んな寄付袋が来るが、集落名と名前を書く欄があり、寄付な
のに半強制という印象。せめて名前は書かなくてもいいようにで
きないか。（百ノ木）

●だんだん高齢になるが除雪のことも考えてほしい。（大場）

　町からの避難情報を聞いたり、周辺の状況を見ながら、危険を感じた
ら警戒区域外に避難をしていただきたい。
　　　危険度が増したら、避難情報を早めに発信するよう要望します。

　原発事故による避難については、どこの自治体を受け入れるのかや受
け入れの条件など詳細は決まっていません。詳細が決まり次第関係する
集落に説明をします。また、地震・雨・土砂災害については初期対応を
どのようにするか専門家と協議を始めました。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。

　民間を主体として経済交流を進めたいのですが、なかなかうまくいき
ません。当面は子どもたちの交流を中心に進めていきます。
　　　経済交流については、今後とも促進すべく研究するよう要望します。
　経済の低迷や売り上げ減、さらには老朽化に伴う大規模修繕の必要性
などにより、賃料を減額しました。自主財源の減は町の財政には影響が
ありますが、雇用の場であることや観光の拠点であることなどを総合的
に判断しなければならない問題です。

　それぞれの団体で印刷されてくるもので、町で対応することができま
せん。強制できないものですので名前は書かなくても良いです。

　今年度大赤沢集落に冬季保安要員が設置されることになりました。引
き続き県に要件緩和を訴えていく考えです。
　　　冬季保安要員の条件緩和については議会建策要望事項に取り上げ
ています。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

議会

議会

議会

議会

要
望

●高齢化の中で病院の玄関先までバスが入ってほしい。（鹿渡）
　町のバスは玄関先で乗降していますが、路線バスは駐車場の広さの問
題もあり、難しいところです。

●地域おこし協力隊の平木さん主催のコンサートがあったがもっ
と協力してほしい。（正面）

　周知等工夫をしたい。
　　　議員も地域おこしのために棚田の整備、灯影等イベントに協力し
ています。今後も活動を継続します。
議会
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●小学校、保育園の統合で校舎を使用しないとダメになる。活用
方法で、老人施設などはどうか。（上段）

●町長は 4年で基金を貯めたと言うが過疎対策に使ってほしい。
（朴木沢）

●町の方向を定めてほしい、停滞しているんじゃないか、定住人
口増や限界集落、津南をどうもり立てるのか、どうあるべきかが
最大の議題、議会で審議してほしい。（朴木沢）（百ノ木）

●船山の道路から中央部に向かい国道405号に入るときにかねと
さんガソリンスタンドの交差点で左側の見通しが悪く事故の危険
がある。感知式の信号をつけてもらいたい。（船山）

●セブンイレブン十二ノ木店前の信号を感知式にできないか。（ボ
タンを押して車に戻ると間に合わないことがある。）（駒返り）

●栄村長瀬から車がスピードを出してくる。優先道路が分かるよ
うにしてほしい。（百ノ木）

●地方創生は津南独特の取組が必要ではないか。例えば特区など。
（船山）

　空き校舎・空き保育園利活用検討委員会でも協議をしていきますが、
地元から具体的な活用方法の提案をしていただきたい。
　　　議会は同様の施設等の視察を行うなど研究しています。

　過疎対策も実施してきています。具体的な事業等があったら提言して
ほしい。

　「強くて　どこよりもやさしい町」を目指して各種施策に取り組んで
います。
　　　議会でも検討審議しています。

　現地を確認して警察に要望をあげます。

　現地を確認して警察に要望をあげます。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。

　現地を確認して警察と協議をします。

　地方創生は今現在詳細が未定であり、具体的な要綱・要領が出てから
津南町に必要なものに取り組んでいきたい。

要
望

●国道１１７号の正面地内で交通事故が多発している。池田鉄工
所さんの三叉路が非常に危険であり、早期の信号設置を要望。また、
公民館前の横断歩道は利用者がごく少ないので、池田鉄工所前に
移設してほしい。更に、長野方面に向かって左側は街灯がないの
で危険度が高い。これらの早期改善を望む。（正面）

●雪崩、熊出没、災害は誰が役場に報告しても、区長を通してく
れと言われる。誰からでもすぐ応対してもらえるようにしてほし
い。（大場）

　現地を確認して警察に要望をあげます。

　　　議会建策要望事項に取り上げています。

　緊急を要するものについては、誰からの連絡でも対応いたします。

議会

議会

議会

議会

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

※文末の（　）は会場地名
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質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

要
望

●投票所が遠くなった、投票率が下がる、経費削減か。バスで送
迎するとか考えてほしい。あるいは過去のように増やして年寄り
の声が届くようにしてほしい。（貝坂）（谷内）

●町長が住民の声を聴きに来ないのか ?選挙中には動くが終わる
と来ない ( 一部議員もそうだ )。限界集落の人と膝を突き合わせて
話を聞いてほしい。（米原）

●栄村の長瀬団地のようなものを造って若者に住んでもらうこと
はできないのか。（百ノ木）

●役場前でバスを乗り換えて十日町や長岡に行く時、寒い中待つ
はめになる。暖かい場所を用意してほしい。（大赤沢）
●集落で集める募金が十二項目、130万円にもなり、大変である。
検討を願いたい。（正面）

●国の祝日などに国旗掲揚はすべきと思うが、メインポールにあ
げてほしい。（朴木沢）

　町の自律計画に基づいて、国の基準を参考にして投票所を削減したも
のです。ご理解願います。また、期日前投票の制度もありますので活用
を検討していただきたい。

　どのような方法が良いのか検討しているところです。

　団地については今後の課題としたい。津南町では子育て支援住宅事業
として、空いている教員住宅を改修し、入居者を募集しています。ご利
用いただきたい。

　国道沿いに設置できないか検討したいのですが、なかなか適当な場所
が見つからない状況です。

　自主的な判断で行うものであり、強制的ではありません。

　現在、町旗を掲揚しています。当面このままの状態で行きたい。

●広報無線でラジオ体操が流れ、それに合わせて取り組んでみて
よかった。定期的に流してみてはどうか。（鹿渡）
●地域（集落）内の振興のためにも、リーダーとなる人材育成が
必要だ。（巻下）

　防災行政無線であり、定期的に流すことは困難です。

　地域の中から出てきてくれることを期待しています。

●津南町は子どもの医療は恵まれている。このへんのPRと税制の優
遇などを行い東京の人を田舎に定住してもらえないか。発想の転換が
必要と思うが、Iターンの新事業として行ってみてはどうか。（船山）

　新規就農者の受け入れ、空き家情報の提供、お試し住宅の貸し出しな
どを行っています。他の方法があるのか検討いたします。

意
見

●再生可能エネルギーなど水力発電等、将来を見据えた計画など
出すべきだ。（見玉）
●町は、空き屋を改修したり土地もあわせ宣伝して、移住させる
手段をすべきだ。（穴山）

　費用対効果など詳細な検討が必要であり、国の動向にも注視したうえ
で計画作成が必要であると考えています。

　地元からも具体的な活用方法の提案をしていただきたい。
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要
望

意
見

●今後つくる介護施設は、個室のみでなく多床室も作ってほしい。
（秋成）

●要援護世帯の除雪支援で、玄関前道ふみ分について別枠補助で
すべきである。（穴山）

　国では個室での整備を進めておりますが、多床室を設けることも必要
に応じて可能な場合もあります。ただ、運営は社会福祉法人等ですので、
事業主体の方針もあり要望に応えられるかどうか断言は出来ません。

　今後独居高齢者や高齢者のみ世帯等が増加することが予想されます。
基本的には出来ることは自助で、困難な場合は親戚、近所、集落等によ
る互助・共助でお願いしたいと考えております。これから地域による見
守り支援が益々必要になってくると思っております。

質問・意見・要望

質問・意見・要望

回 答 ・ 今 後 の 対 応

回 答 ・ 今 後 の 対 応

●救急車岳北の通行道路について朴木沢周りは遠い。（中子）

●小さい所は要望を出しても一向に進まない。（大赤沢）

●そだき苑の営業時間が 8時～ 17時までとなっているが、朝は
少し遅くても良いので夕方 18時までできないか。また冷たい飲
み物の自動販売機を入れてほしい。（船山）

●胃カメラは受ける側に負担がかからない、鼻からの検査に変更
できないのか。（鹿渡）

　中子集落からの要望により、平成２５年４月に飯山消防署栄分署が出
動経路の検証を行い、朴木沢経由のほうが亀岡経由より所要時間が短い
ことが判明しました。また冬季間の除雪の問題等により、朴木沢経由が
年間を通して最適であると判断して出動経路としています。

　できることと、できないことがありますが、集落の大きい、小さいは
関係ないので要望は出してください。

　営業時間は利用者の意向等を確認して検討いたします。自動販売機の
設置は業者の意向（売上等）によりますが、一応要望は伝えたいと思い
ます。

　現在津南病院では、口腔からのカメラのみで鼻腔からの検査機器があり
ません。今後導入について検討の余地はありますが、鼻腔カメラは視野が
狭く、病気を発見しにくいため精検には向かないとの情報もあります。

そ
の
他

※文末の（　）は会場地名
福祉保健課関係

意
見

※文末の（　）は会場地名
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※文末の（　）は会場地名

●雑草稲の焼却に関する回覧があったが、今後問題がないのか。
長野県では問題視されている。町の対応など情報提供が遅いと思っ
たがどうか。（上野）

●寒さに強くおいしい米を作ることはできないか。JAの同じ苗を
正面と同じ日に田植えしても、20～25日稲刈りが遅れる。（大場）

●認定農業者の条件は変わってきているのか ?年齢や規模などの
制約があるようで年をとったら止めざるを得ない。（米原）

　雑草稲につきましては稲刈りその後のモミの管理等厳しく管理すると
ともに稲わらを焼却し蔓延防止に万全を期したものであり、このたびの
広報は稲わら焼却の広報であり、総合的な判断の中で注意喚起の広報は
しなかったものであります。
　今後の課題として農業研究センター等に取り組みを働きかけます。
　　　JAとの懇談会で要望いたします。
　認定農業者の最大のメリットは生産調整でのナラシ対策への加入で
す。認定条件は５年後の所得目標額であり、できる限り多くの農業者か
ら認定農業者になっていただきたいので条件、メリット等を地域振興課
にご相談ください。

地域振興課関係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

質
問

議会

●植物工場の話は進んでいるのか。（反里）
　植物工場は研究・検討しておりますが現段階では採算ベースに乗せる
ことが難しく設置のめどは立っておりません。

●多面的機能支払交付金で県の補助率が 62%しかないが、どう
してか。（船山）

　多面的機能支払いは①農地維持支払いと②共同活動支払い、③長寿命
化支払いの３つに分かれており、本年は①②が１００％、③が要望額の
６４％しか新潟県の予算付けがなされなかったものであり全体的には
８３％の予算付けとなっております。来年度全額確保できるよう働きか
けます。ご相談いただきたい。

●物産館の位置づけは？道の駅にならないのか、外にトイレは作
らないのか。（中子）

　物産館管理者と道の駅登録のメリット、デメリットを協議します。

●若い人が定住するにはどうするか。津南町は賃金が安く、アパー
ト代も高い。悪循環ではないか。（百ノ木）（大赤沢）

●津南町から十日町へ勤務する人が多い。地元に就職させる方策
はないか。（見玉）

　町としても最大の課題として認識しており地場産業の振興を含めて優
良企業の育成を図ってまいりたい。また、若者定住住宅の整備を進めて
いるところです。

　企業を含めて地元採用の意向は高いが地元からの応募が少ない現状と
なっています。



8
津南町議会だより　号外

2014．12．20
地域振興課関係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●小水力発電は地元で利用することを考えて建設しているのか。
（鹿渡）
●電力の買入れを停止する報道があるが、小水力発電はどうなの
か。（鹿渡）
●個人営業に行政が協賛することは如何なものか。（地そばまつり
には津南の業者は１件も出ていない）（秋成）

●山麓畑作の利用を考えてほしい。畑活用で町の特産品を一品で
も作ってほしい。（中子）

●最近熊の出没が相次ぎ、被害も出ている。船山から十二ノ木、駒
返りの方へ移動しているようだ。捕獲に対して栄村は個人に3万円
を上限として補助金を出している。議会と町として何ができるのか。
補助制度も町民にはよく分からないので広報が必要と思うが。（船山）
●マウンテンパークの存続、マウンテンパークの運営委託は、今
後どうなる予定か。また議会対応はどうなっているのか。マウン
テンパークは自然環境がよく、展望も良い。ジオパーク認定でも
必要である。（巻下）（谷内）
●国内で余っている米を北朝鮮やアフリカなどにやれないのか。
（貝坂）
●商工業に元気がないと兼業農家が生き残れないのではないか。
（反里）

●小水力発電事業の進捗状況は。（反里）

●上村町政は域内所得向上と言っていたが、結果的にどうなった
のか？数値目標は掲げていないのか。（反里）

　法律で電力会社に高い単価での買取を義務づけており、売電する予定
です。
　東北電力の現在の対応は５０ＫＷ以下の水力発電の申請を受け付けて
おり、現在申請事務を進めております。
　本年の地そばまつりへの津南町からの出店ははありませんでしたが、そ
ばは津南町も特産として栽培やソバ店もあり一緒に盛り上げていきたい。

　既存畑作物の拡大策や新規畑作物の試験栽培を実施しており畑作振興
を重点的に進めたい。
　　　畑作振興について検討しております。

　農用地を含めて人里付近に出没した熊は猟友会に直ちに出動していた
だき捕殺しております。

　マウンテンパークにつきましては、来年以降スキー場とロッジ（カガ
ンポートは除く）を継続することが可能かどうか現在試算しており、来
年３月までには結論づけたいと考えております。そのほかの施設（クロ
カンコース、カガン、その周辺）は継続的に管理していきたい。
　国に要望しているところですが国も財政負担が膨大となり、一部しか
援助米に回っていない状況です。

　企業誘致を含めた地場産業の振興策を積極的に進めてまいりたい。

　２７年７月から１０月をめどに稼働させたいと考えています。

　短期的な域内所得の向上は公共事業等の積極的導入が考えられます
が、農業、観光、企業育成等の産業基盤の充実を図り長期的な域内所得
向上策を進めてまいりたい。

質
問

要
望 議会

※文末の（　）は会場地名
地域振興課関係
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質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●米価が下がれば若い人に後を継げと言えない。若い世代の後継
者が居ない。２反歩の田を作ってくれと言われても管理が大変。
大規模農家は人件費もかかる。前払いでもらわないとその人達に
払えない。（貝坂）

●今年やっと多面的機能支払の対象になったが、今までは中山間
地～も当てはまらず、農地水にも当てはまらず不条理に感じた。
一番不便な所にこそ光を。（大赤沢）

●ソバ畑も今年はダメになった。原因は雨天が多く排水が良くで
きていない。今の米の米価ではやっていけない。小松原はもう限
界だ。議員も議会でこの問題を取り上げているのか。町長も本気
で考えてほしい。（米原）

　特長ある高品質米や生産コストの引き下げを図り良質米産地としての
生き残りを進めてまいりたい。
　　　関係機関に実情を伝えます。

　国の制度の中で農業振興地域しか対象となっていません。町といたし
ましては、山間地の条件不利益地域こそ力を入れていきたいと考えてお
ります。
　　　今後、対象農地拡大について要望してまいります。

　稲作の生産コスト引き下げ策を進めてまいりたい。小松原は新たな耕
作者が作付けを開始しております。

要
望

議会

議会

●セイムス店前に流れる河川、農業用水路だが上段との境界でも
ある。この河川が途中までＵ字溝が敷設されているが、先２０ｍ
位ない。敷設していただきたい。（上野）

　農業用水路であれば受益者の申請で補助制度がありますので要望を上
げていただきたい。

●米価が下がり、畑作も厳しい。このため苗場山麓の償還金が大
きな負担となっている。返済できない人もいる中で土地改良区は
組織として強制執行もあり得る。数年前から払えない人の土地を
押えている。現在一等米一俵は14200円、償還金は当時23000
円で設定されている。補助制度などを見直してもらいたい。（米原）

　償還金の一部助成を国は創設しているが大幅な引き下げは難しい中、
稲作の生産コストの引き下げ策を講じてまいりたい。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。議会

●兼業農家は荒廃する農地を守っている。農機具など整備に支援
できないか。（穴山）

　個人補助の道もありますが受益面積が大きくなっており、共同での補
助制度を活用いただきたく、地域振興課に相談いただきたい。

●農地中間管理機構の説明会、農業立町の町として、町長からも
出席していただきたかった。（正面）

●丹誠込めて作った作物を猿にやられる。お金、金額ではない。小
規模農家にも町の協力がほしい。ねぎ400本、芽がやられた。対策
があってここに住みたくなるような環境にしてほしい。（朴木沢）

　できる限り町長が出席するように努めます。町が重要政策として進め
る事項につきましては町長が出席し説明する必要があると考えますが農
地中間管理機構のような国の制度説明は担当課で進めることもあります。

　鳥獣害対策はできる限りの対策を実施していますが電気柵等のハード
整備だけでは対応できないこともあり、地域住民の協力を得た中での対
策を実施してまいりたい。
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2014．12．20
地域振興課関係 建 設 課 関 係

要
望

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●Uターンしたくても働き場がない。若い人たちの働き場を増やし
てほしい。（正面）

●長野県小川村では、年寄りが「おやきの製造販売」で頑張っている。
津南でも高齢者が頑張れる方法を考えてほしい。（秋成）

●中子の桜に観光客が多く来るが、仮設トイレが汚い、ごみ、看板、
駐車場の区画、池の端に車中泊などで近隣迷惑。（中子）

●ひまわり広場ウェデング。津南の人を優先にやってほしい。（秋成）

●見玉不動尊の火祭りがある。町おこしとして考えているが、町か
ら手伝いができないかお願いしたい。（見玉）
●農業で生計をたてている人はどれくらいいるのか。兼業農家がほ
とんどなのだから、他の産業にも力を入れてほしい。（大赤沢）

●津南認証米は在庫がなく売れているのか ?売値は他と一緒、高く
売る方法が必要ではないのか。（米原）

●飼料米も津南の養豚では需要があるが津南だけでは供給できない。
飼料米の補助金だよりの仕事はできない。（米原）

●昨年の猿被害状況の報告を今年５月に出すよう言われた。一年遅
れの対応で怠慢だ。猿はこの地域で生まれている、３～４頭の群れ
の小集団だ。栄村は電柵に補助している。（朴木沢）

●農業立町として、環境保全に力を入れるべきではないか。（秋成）

　地元企業は求人しても応募がないというミスマッチも生じております
が今後とも優良企業等の育成に努めたい。
　自家菜園の食べきれない農産物を換金する仕組みを検討したいと思い
ますので自家菜園の規模拡大等も検討いただきたい。
　　　地域からの発意で行うことには、議会もできるかぎり支援をして
いきたい。
　できる限りの対策を講じてまいりたいと思います。町全体の観光客の
誘客につながるものであり、ご協力願いたい。

　地元からの応募があれば優先的に取り組みたい。

　宗教行事の一つであり町としては直接支援はできません。観光協会と
しては誘客効果もあり協力できるところは協力します。

　企業誘致を含めた地場産業の振興策を積極的に進めてまいりたい。

　魚沼産コシヒカリの販売に苦戦する中で津南町認証米を含めた特別栽
培米の販売が有利に進められており、価格的にも高くなっています。
　　　米に限らず津南ブランドを差別化して高付加価値を付けることを
関係機関団体で進めてまいります。

　飼料米は国の支援なしに進められないと考えております。町としては
国の支援額を５年間固定するような政策を強く訴えており、現状では飼
料米の作付け増加を進める政策は考えておりません。

　被害報告を早期に取り組むように対応します。自家菜園の電気柵等の
補助制度は今後検討します。

　津南町認証米の畦畔への除草剤散布を制限する政策を進めています。

議会

意
見

議会

※文末の（　）は会場地名
地域振興課関係
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●４０歳以上の独身が多い。結婚させる手段を考えて下さい。（見玉）

●津南町商工会と商協が別組織となっているが、統一したほうが良
いのでは。（船山）

　出会いの場の機会を多く設けますので積極的な参加をお願いしたい。

　商協会員はほとんど商工会会員となっており商協は商店のみの集まり
であり、その存在意義もあると考えておりますが当事者で検討すべきこ
とと考えます。

意
見

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●若い者が集まれる公園や店などがあっても良い。町の中心地を活
性化させる必要がある。（見玉）

　ショッピングセンター構想を過去に検討した経過もありますが参加商
店が少なく計画できませんでした。今後も引き続き検討します。

●工事の発注が遅い。前年度に設計して、次年度春夏に発注でき
ないのか。（反里）

●谷内の大道さん前の道が細くなっている所の土地は集落が購入
したが、裁判費用は集落が負担することになっているため困惑し
ている。また相吉の県道拡幅工事はいつ始まるのか。（谷内）

●灰雨のトンネルができれば、かりんパークの石田先生の記念碑
はどうなるのか。（反里）

●子育て支援住宅は、核家族化を助長しているのではないか。（今井）

●中等校の歩道の拡幅は進んでいるのか。（船山）

　補助事業は交付決定を受けないと事業着手できません。継続事業であ
れば前年度に測量設計できるが新規事業となると春から測量設計、積算、
発注となるためです。

　相吉の拡幅工事は用地測量が終わり個別の契約が進められる予定で
す。工事には建物の移転等がすんでからとなりますので再来年度以降と
なる見込みです。

　現時点では、移動は考えておりません。

　住宅に困っている子育て世帯の支援を目的に入居募集するものです。

　用地測量・物件調査の一部が進められています。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応
※文末の（　）は会場地名

建設課関係

質
問

●中津川の床固め工事は計画通り進んでいるのか。（船山）
　今後は、運動公園付近に造られる10号床固め工と４号帯工に着手す
る予定です。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。議会

●下水道の普及状況は。（最近工事しているのを見かけなくなった
が）（船山）

　下水道の接続率は平成 25年度末で 77.7％であり、今年度のつなぎ
込み件数は28件となっています。
　　　努力しておりますが、さらに進めていけるよう対応してまいります。議会
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津南町議会だより　号外

2014．12．20
建 設 課 関 係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●子種新田との境にある農業用水のかけ口に行く農道が狭く危険
である。要望してあるが改修してくれない。（今井）

●十二峠新トンネル化の進捗はどうなっているか。（船山）

●県道改良（卯之木）の進捗がないようだが、早期に進めてほしい。
（駒返り）

　新田川の改修については、設計ができ地元役員への説明会も行ってい
ますが、県の予算が付かずに着工していません。県への要望を引き続き
行っています。

　沿線市町村等で組織する十二峠新トンネル開削期成同盟会で要望を続
けています。
　　　要望活動を行っております。

　補償関係で難航している状況にあります。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。

質
問

※文末の（　）は会場地名
建設課関係

議会

議会

要
望

●グリーンピアからの町道のカーブを改良してほしい。（大場）

●今井（国道）からの入り口が、右折する時危険な状況だ。黄線引や、
町道の道路拡幅をお願いしたい。また外灯の改修も併せお願いし
たい。（穴山）

●集落内の舗装道路にヒビなど入っている。Ｕ字溝など地震の影
響から補修箇所がある。直してほしい。（穴山）
●池田から太田新田間道路改修が遅れている。早急に工事着手願
いたい。（見玉）

●集落内の外灯をＬＥＤ電球に切り替えたい。町の補助制度を要
望する。（上段）
●城原中子間の冬季交通難の対策をしてほしい、緊急時病人や、
看護師通勤が困難。（中子）

●子どもが危なくないように、必要な箇所は通学路の街灯をつけ
てほしい。（駒返り

●加用からの道が狭く、上郷地区振興協議会で要望している。夏場は
栄村の人も通り、工事の大型車も通るので改良を願いたい。（百ノ木）

　現地立会のもと確認をします。

　現地の確認をします。

　来年度に修繕する予定です。

　用地、物件補償が進められ、年度内に一部の立木伐採が行われる予定
です。

　補助制度はないが、少数であれば支給します。

　県に要望して行きます。
　　　継続して要望してまいります。

　　　教育委員会に調査を依頼します。

　県へ要望しています。

議会

議会
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質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

要
望

●川西地区の道路が地震以降傷んでいるが、修繕が進んでいない。（鹿渡）

●除雪についてグリーンピアだけでなく、集落も入れて話をして
ほしい。（大場）

　県に引き続き要望いたします。

　大場線の除雪については、グリーンピアさんからも協力いただいてい
るところであり、集落の意見も伺いながら適切な除雪を心掛けたい。

●冬期間、交差点に雪壁があって、車が前に出るので危ない（特
に卯之木公民館横の交差点）。除雪をしっかりしてほしい。（駒返り）

●足滝三叉路付近傾斜地に雪崩防止柵を設置願いたい。（穴山）

　除雪が続くと排雪が間に合わないことが見受けられますが、県および
委託業者に要望します。
　県に要望します。
　　　継続して要望してまいります。議会

●割野集落でも町長に要望書を提出するが、現在 1級町道の消雪
パイプ設備のメンテは100%町の補助だが、その他は集落負担と
なっている。補助制度の拡充を検討したいただきたい。（割野）

●集落内の町道脇斜面で、毎年雪崩が発生している箇所がある。
以前より要望しているが、危険状態です。早く防止柵設置をお願
いする。（巻下）

●子育て支援住宅の入居者は、集落で必要な経費や作業に協力をして
ほしいが、入居前に集落と役場で話し合いの場を設けてほしい。（鹿渡）

●県道から町道（小島の間）の消パイ水が不足している。地震の
影響もあるが、困っている。解決して頂きたい。（巻下）

　検討します。
　　　継続して要望してまいります。

　予算要望を引き続き行います。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。

　入居者が決まりましたら計画させていただきます。

　県管理の井戸からの水で消雪しているところであり、県へ要望します。

議会

議会

●栄村や十日町 ( 中里地区 ) で「道の駅」が出来て活性化してき
ているが津南町でも検討してほしい。（船山）

　一日中使えるトイレの設備が課題となっています。
　　　検討課題といたします。議会

●観光を進めるにおいて、十二峠のトンネルは重要である。早期
のトンネルの開削をしてほしい。（秋成）

　引き続き要望してまいります。

●道路の案内看板は誰のためにあるのか。町外から来た人は分岐点
で地図を広げていることがある。「長野方面に出たい」、「国道117号
に出たい」などとよく聞かれる。案内看板は地元のためではなく、そ
ういうお客さんのために分かりやすく書くべきではないか。（百ノ木）

　現地を確認し、設置者に連絡したい。

●芝山に崩落箇所がある。対策を講じてほしい。（見玉） 　県に要望をあげています。
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津南町議会だより　号外

2014．12．20
建 設 課 関 係 教育委員会関係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応
※文末の（　）は会場地名

建設課関係

●地区内は水問題が非常に多い。過去に比べ水量が減少している。
降雪時の雪消しに困っているので、流雪溝の整備など計画をもっ
て進めていただきたい。（割野）

●信濃川河川、巻下堤防工事を国直轄事業として、町は上部へ要
望してほしい。（巻下）

　用水は受益者がおり、水利権等の慣行で利用されています。施設や水
量については受益者で管理されることを原則としています。

　現在、津南町管内の信濃川は県管理でありますので、国直轄となるよ
う国県に引き続き要望してまいります。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。要

望
議会

●中澤川の上流2箇所で、山の一部が崩落している。町へ要望し現
地確認しているが、今後のこともありしっかり対処願いたい。（見玉）

●長野十日町間で避難する場合国道117号しかない。上段地区か
ら宮野原に抜ける道路がもう一本必要ではないか (大型車の通れる )
防災上のストーリーを作らなければことは進まないのでは?（谷内）

　それぞれの関係機関へ要望します。

　現道の拡幅が優先と考えております。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。議会

意
見

●教育低下につながるとされている、小中学生のスマホ、ゲーム
などこのまま放任していいのか。（正面）

　実社会では IT 使用はなくてはならないものとなっていますが、小中
学生の生活の中では、そうした機器への依存的傾向が見られます。これ
までも学校、保護者、地域に関わり方の呼びかけをしてきましたが、今
後も連携をとった対応をしていきます。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

質
問

※文末の（　）は会場地名。

●中等教育学校の生徒は、高校でバス下車できないのか。（百ノ木）
　路線バスであり会社で運行計画がなされています。発着起点や方向転
換等の運行上の制約もあるものと考えます。

教育委員会関係

●中子水道配水池の移転をしてほしい、ほっぽらかしにされている。（中子）

●出浦は過疎が進んでいる、水路が壊れた、いたくてもいれない村
になった。村の水路が滝になって落ちる。改修してほしい。（朴木沢）

　説明会を計画します。

　現地立会のもと確認をしたい。（釜川からの用水路は、今後の維持管
理ができないと言うことで、復旧しないと集落から話を聞いている）
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●中等教育学校が出来て多くの津南の高校生は十日町や川西、松
之山などに通学しているが負担が大きくて苦情はないか。（船山）

　義務教育でないので通学費支援はしておりません。直接苦情は聞いて
おりませんが、松之山高校は保護者と地元支援NPOが通学バス運行を
していることは承知しています。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

質
問

●中津保育園の統合はいつになるのか。また通園方法はどうなる
のか。（船山）

　9月に２園の保護者と地域に保育に関する答申の内容説明会を開催し
ました。統合の必要性などを丁寧に説明し理解をいただいたうえでの統
合をと考えています。その際には通園方法についても十分協議したいと
考えています。

●保育園が統合した場合、子どもが急に体調を崩して、保護者が
迎えに行ける状態でないときはどうするのか。（鹿渡）
●今井城が県の指定文化財になったが、町としてどう対応するの
か。（反里）

●小学校統合後、バス運行のプランは総務課だけでなく、保護者
の意見も取り入れて一緒に作ってほしい。（駒返り）

●できればスクールバス制度を導入してほしい。下校時間に乗り
遅れると先生方が私車で送ることもある。（反里）

　現在も、緊急対応として保護者が来るまで医務室で安静にしてもらっ
ています。
　県指定の文化財史跡として周辺整備を県の指導の下に進めているとこ
ろであります。

　通学にはスクールバス、公共バス、路線バスなど形態の違うバスを子
どもの通学状況に応じて運行計画をたてています。学校関係からも意見
を求めたいと思います。
　　　通園、通学バスについては全町的に検討していきたい。
　町及びバス事業所の運転手の人数にも限りがあり下校時間の違う運行
には難しい課題もありますので学校や事業所と連携した運行を図りたい。

議会

要
望

●なじょもん館の運営で、入館料のわりに内容が乏しい。館内展
示が乱雑で工夫が必要だ。（上段）

　今年度から子どもの入館料を無料としました。限られた施設面積であ
り期間を区切って企画展を開催しています。準備期間などご迷惑をお掛
けするかもしれませんが展示内容に工夫をしてまいります。

●保育園統合後の保育サービスが低下しないよう行ってほしい。
（船山）

　少子化における、これからのより良い保育についてH25に答申いた
だいており、保育、子育て支援に保育園の持つ機能を高め保護者ニーズ
と期待に添いたい。

●学校後援会は全戸加入となっているがこれで良いのか。また、津南
中学は町民全戸から会費を集金しているが、中等教育学校に子どもが
行っている家庭では２か所に払わなければならない。改善策を。（正面）

　後援会費は学校毎に取り組まれており詳細には把握しておりません
が、町立学校として広く皆さんのご協力を願っているものと思います。
無理のない中でご協力を願えればと思います。

●外丸小学校の寄贈備品の絵画、掛軸など数点を払下げてほしい。（巻下） 　今後（閉校式後）地元と学校、町が一緒に考えてまいります。
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津南町議会だより　号外

2014．12．20
税務町民課関係教育委員会関係 津南病院関係

教育委員会関係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応
※文末の（　）は会場地名

●大赤沢分校は分校として残ってはいるが、この先どうなるのか。
活用方法を考えないといけない。（大赤沢）

　来年度、中津小学校が統合になることにより津南小学校の分校として
存続します。これからの就学児童数や冬期間を考慮し地域の希望を聞き
対応してまいります。

●子育て住宅は、町中央地に作るべきで、移住については、保育
料の無料など負担軽減を行うなどすべきである。（見玉）

●総合体育館や文化センターの収容人員が少ない。駐車場もふま
えた総合的な町づくりが必要と思うが。（谷内）

●今回町は、保育所と教育委員会が一諸になった事は大変良いこ
とだ。（巻下）

　子育て住宅は既存の空き施設の活用であり、中心部から離れたものを低料
金で利用いただくものです。保育料軽減は別に考えてまいりたいと考えます。

　施設建設時の立地条件やニーズが現状と違ってきていると考えます。
新たな施設の建設は難しいものがありますので使用に関して駐車場での
安全確保に努めてまいります。

　今後も住民の皆様の協力をいただきながら子どもたちの育ちの環境整
備と保育園から学校への就学の円滑な取り組みを進めてまいります。

意
見

※文末の（　）は会場地名。
質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●税金の滞納について改善されているか。（鹿渡）

　滞納額は、平成 22年度がピークであり、金額にして１億 300万円
弱でありましたが、平成 25年度は 7,800 万円となり 2,500 万円弱圧
縮できました。今後も徴収機構等と連携をしながら滞納対策に力を注ぎ
たい。

●津南地域衛生施設組合の今後は？（割野）
　十日町市と燃えるごみ焼却の委託について協議していますが、十日町
市の焼却施設が本稼働するまでは経費の算定が難しい状況にあり、今後
も財政的なシミュレーションを行いながら検討したい。

●船山で火災が 2件発生してしまったが、小枝や枯葉など少量で
もたき火をしてはいけないのか。焼却場へ細かくきざんで持ち込
むのは大変だ。（船山）

　野焼きは原則禁止されていますが、庭等の掃除に伴う枯枝や落葉の焚火
程度のものは例外とされています。焚火等を行う際は、周辺の住民に迷惑
をかけない、飛び火による火災に注意する等十分な配慮をお願いします。

質
問

税務町民課関係
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津南病院関係

回 答 ・ 今 後 の 対 応
※文末の（　）は会場地名。

質問・意見・要望

●夫が怪我をし、病院に電話をしたが隣の病院に行くように言わ
れた。怪我の具合も分からず、遠くへ行くというのは不安だ。（今井）

　内科以外の診療科は全て非常勤医師で対応しており、基本的に朝9:00
頃から 15:00 までの診療時間となります。従って、怪我をされたとの
ことですので整形外科若しくは外科の医師が対応すべき処置であろうと
推測しております。しかしながら、ご案内のように 15:00 以降は内科
医師以外は不在となりますので対応ができません。もし、手術が必要な
怪我等であれば津南病院では対応ができませんので、外科・整形外科の
先生がいらっしゃる病院を紹介したものと思われます。今後とも整形外
科、外科の医師の常勤化を目指して努力していく所存でありますのでご
理解頂きたいと思います。

質
問

●津南病院の今後の方向を教えてほしい。（米原）（割野）

　来年度から、産婦人科については十日町病院からの医師派遣ができな
くなるとのことですので、休診とさせていただきます。また、看護師不
足のため今後は病棟のあり方を検討していきますが、医科については、
外来の診療科について看護師が確保できれば基本的には現状を維持した
いと考えております。

●津南病院は宣伝をしていない。これでは患者が取られるのでは
ないか。（百ノ木）

　今まで津南町役場のホームページ上で津南病院の紹介を行っておりま
したが、当院独自のホームページを作成すべく現在準備・検討しており
ます。

●病院の医師不足は聞いているが、現状では救急時役に立たない。
上郷から十日町までは遠く退院後の通院も負担になる。もう少し
何とかならないのか。（今井）

　ご不便をお掛けしております。医師及び看護師の確保、診療科の充実
については今後とも努力してまいりたいと思います。

●津南病院で診察の時、中待合室に居ると中の会話が聞こえてし
まう。プライバシーが漏れてしまうので改善が必要。例えばヤマ
ハの雑踏音機を入れるとか対策を考えてほしい。（米原）

　当院においても、「中待合」を壁で仕切る等の検討も行ってまいりました
が、消防法上の関係もあり難しいとのことでありました。従って、現状にお
いては打開策を見いだせないでいるところですが、「雑踏音機」の導入等に
ついてはその効果と費用等を検討をさせていただきたいと考えております。
　　　議会建策要望事項に取り上げています。議会

要
望
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津南町議会だより　号外

2014．12．20
津南病院関係 議 会 関 係

津南病院関係
※文末の（　）は会場地名。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●津南病院内のドックの近くにウォシュレットトイレがあれば良
いと思う。（百ノ木）

●病院駐車場の拡幅をお願いしたい。（穴山）

●病院はお客に対するサービスが悪い。もっと職員教育をすべき
だ。（鹿渡）

●津南病院から他の病院に行っても、今までの経過が共有できて
いない。対策を。（反里）

●病院の経営状態が悪いことは理解する。しかし受診すると毎回
同じ検査するが、説明をしてほしい。（上段）

●病院内科の先生が多いのに、待ち時間が長い。解消できないか。
（上段）

●外科が毎日受診できない。医師の常勤化を願う。（鹿渡）

　ドック室のトイレはウォシュレット付の便座にしましたが、今後他部
署のトイレも順次設置していく予定であります。
　用地の関係もあります。将来的に検討していく必要があるものと考え
ております。

　今後とも接遇教育・研修等に努力いたしたいと思います。

　現在、「魚沼地域医療ネットワーク」の整備が進められております。
個人情報の問題がありますので、今後皆様から「承諾書」を受領する等
の事務的な手続きが進めば薬剤や検査、画像のデータ等は圏域の参加病
院・診療所で共有できます。

　不明の点がありましたら、いつでもお気軽にお尋ねください。また、
可能な限り丁寧な説明をするように努めます。

　曜日によっては内科医師数が多いこともありますが、受診人数が偏っ
ている場合もございます。その場合、先生によっては待ち時間が長くな
る場合もあり、ご迷惑をお掛けしております。今後とも、待ち時間短縮
に努力してまいります。

　常勤医師の確保については、今後とも努力していきます。

要
望

●津南病院でも今後総合医が必要ではないか。（米原）
　医師不足のなか、今後とも医師確保（総合診療医を含む）に努めてま
いります。

意
見
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議会関係
※文末の（　）は会場地名

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●一問一答は導入してよかったか。( 駒返り )

●原発稼働の反対を津南町議会としてなぜ採択できないのか ?( 米
原 )

●柏崎原発再稼働問題に対して、津南町議会はどう思っているの
か。また、避難しなければいけない時はどうすれば良いのか。( 百
ノ木 )

●議員数削減により 2名減ったら、活動はどうなるのか。政治活
動と地域生活活動をどの様に分担するのか。何か要望したいとき、
どこの議員に頼みに行くのか明確にしてほしい。( 谷内 )

　導入してよかった。質問事項が具体的となりわかりやすくなりました。

　福島原発の事故後時間があまり経過していない時であったため、それ
ぞれの議員に思いがありました。現在色々な面で明らかになって来てい
るので考え方も変化していることも考えられます。
　再稼働については、議員個々の志向によって違い、議会としての意思
統一ができていません。避難計画は、国・県から示されていない現状で
すが、避難計画を策定すべきであり、議会建策要望事項に取り上げてい
ます。

　議員は全町的に活動しております。要望などはどなたでもご相談くだ
さい。

質
問

●振興策で政府は6次産業化や所得倍増を打ち出しているが、いっ
こうに進まない。また地域創生は農業については謳っていない。津
南の農業を真剣に聞きたい。国に首長が働きかけさせることが議員
の役目ではないか。それができない議員はいらない。（米原）

　国は農地集積により規模拡大や６次産業化の推進による農業所得の向
上をうたっており、町もその推進を図るべく特産品開発や機構を使った
農地集積を進めております。
　　　ご意見承りました。議会

●ニュー・グリーンピアの経営について、賃借料もただみたいに
なったが、議員はどう考えているのか。( 秋成 )

●住民・議会懇談会はどういう意味で開催しているのか。( 谷内 )

●マウンテンパークの存続と経営内容は議会は把握しているのか。
( 割野 )

　町民の重要な雇用の場であることや、今後、老朽化に伴う修繕料が膨
大になることが予想され、経営を圧迫することなどを考慮した結果です。
　集落の問題を拾い上げるという意味で活動が必要と感じています。集
落の問題改善を進めるため毎年実施しております。
　委託料は 2,150 万円程度。クロスカントリーコース維持管理委託は
継続し、その他は今後の検討といたします。

●集落の環境維持はお金だけでは解決できない。議員で各集落の
状況調査をしているのか。( 今井 )

●国は地方創生を打ち出しているが、議会としてはどう取り組む
のか。( 船山 )

　調査が必要だと認識しています。

　まだ政府の施策が具体的に示されてないため、現在、議会として具体
的に検討はしていません。今後積極的に取り組んでいきます。
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津南町議会だより　号外

2014．12．20
議 会 関 係

議会関係
※文末の（　）は会場地名

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●子ども議会や日曜議会を行ってほしい。日曜議会を行っても、
経費はそれ程かからないはず。( 駒返り )
●小学校統合後のバス体系について、議会はチェックしてほしい。
( 反里 )

●米の直接支払が半額になり、農家所得が 20％位減ったのでは
ないか。町議には現場の声を県議や国会議員にしっかり伝えてほ
しい。( 反里 )

●議会前にこのような会を開いてほしい。(大赤沢 )

●小学校の先生が夜遅くまで仕事をしていることが多いようだが、
何故そうなのか。議会として現状の把握は必要ではないか。(正面 )

●「乾杯条例」も否決したが、条例制定に遊び心があっても良い
のでは ?この条例は特別害にならないのでは ?( 米原 )

●１０年後の町づくりを議論すべきだ。人口、産業構成がどうな
るか企業・農業を含め研究検討すること。議会は当然議論すべき
である。( 見玉 )（正面）（今井）

●人口減少で過疎化が進んでいるなか地域を守るという意味では、
議員削減は疑問に感ずる。議員の地元に力が入るのではないか。(割野)

　検討いたします。

　津南町公共交通協議会でも検討するが、専用スクールバス化について
は議会建策要望事項に取り上げています。

　過剰米処理の意見書を提出し、また地元の声を伝えており、今後も要
望していきます。

　来年度予算にご意見・ご要望を反映させるためにこの時期に実施して
おります。

　議会として調査します。

　否決されたのは、情報交換不足が原因でした。再度検討したい。

　ご意見承りました。議会として積極的に研究検討いたします。

　賛否両論の中、世の中の動きなど見極め最終的に削減を選びました。
住民の方の声を反映させるよう今後も頑張ってまいります。

要
望

意
見


